
 

　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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　人はそれぞれ異なり、それぞれ異なる種類の

機器を必要とする。自分の機器のニーズを考え

る場合には、下記のことを忘れないで欲しい。

機器は次のことができるものであること。

　・あなたの自立を助長するもの              
　・介助者がけがをしないよう防止するもの

　・けがをしないよう守るもの              
　・快適さを高めるもの 
　・皮膚を守るもの                         
　・保守を十分に行なう必要があるもの

　・姿勢を支え身体の変形を防止するもの

　人々は介助機器を見て、自分にぴったりのも

のだと考え勝ちである。ところが、いったん購

入してみると、自分の思っていたことをやって

くれないことが分かる。機器は物置に入れられ

てしまう。こんなことが起きないよう、医療専

門家に相談することである。特定の機器が自分

の損傷に有用であるかどうか尋ねてみること。

できる限り先ず機器を試用してみることが大

切である。セラピストがこの準備を手伝ってく

れるであろう。機器は次のようなものであって

はならない。

　・生活を困難にし複雑にするもの

　・あなたの家の乱雑さを増すもの　　

　・あなたや介助者に危害を与えるもの

　・買えないほど高価なもの

　安全を確保し高価な修理を避け機器の耐用

年数を延ばすために、定期的な保守作業を行な

うことが重要である。すべての機器の適切な手

入れと機能を維持するため、取扱説明書を参照

すること。自分の機器の保守は自分の責任であ

る。自分でやるか、介助者に手伝ってもらうか、

地元の医療機器業者を利用することができる。

修理や保守が必要となる前に、あなたの地域で

援助してくれる人を探しておいた方がよい。あ

なたの特定の機器に精通した業者を探すこと

が大切である。こうしておけば、将来の保守と

修理が手早くできる。

　機器に対する資金の供与は個人により異なる。

保険や医療介護機関によっては、機器の費用に

助成がないこともあり、完全に補償されること

もある。必要ならば、医療介護機関は所要の機

器に対する医療証明書を書くのを助けてくれる。

たいていの資金供与機関は、機器が医療上必要

なものであることを求める。代替機器に対する

資金供与も個人により異なる。脊髄損傷施設間

のもう１つの相違は、機器の処方手続である。

いずれの部門が評価を行なうかについて、また

退院後の代替機器の入手方法については、施設

により担当が異なる。できる限り早いサービス

を受けるため、適切な手続を知っておくことが

必要である。前もって計画した方がよい。機器

の引渡しには何週間もかかることがある。

　おびただしい数の医療機器につき広告が行

なわれている。そのため正しい機器の選択に困

惑することがある。間違った機器を購入すれば

高くつくことになる。リハビリテーション担当

者は、あなたの特定のニーズに最も合った機器

を評価し推薦するよう訓練を受けている。

　この章では、いくつかの種類の機器とその一

般的な使用目的を取り扱うこととする。また一

般的な使用上の注意事項についても説明する。

◆ 車いす

　多くの種類の車いすがある。車いすには日常

用のものとスポーツ専用のものがある。手動の

車いすは自分で押すか、誰か他の人に押しても

らえる。自分の腕か足で押すか、両方を使って

押すことができる。電動車いすは、あなたある

いは誰か他の人がコントロールするモーター、

手の動作、頭の動作または呼吸のコントロール

により動く。あなたが入手する車いすは下記事

項に適合したものとすることが大切である。

　・損傷の種類・技能レベル

　・家庭環境とコミュニティーのニーズ

　・姿勢保持のニーズ

　・輸送手段

　・皮膚保護のニーズ

　身体に適切なサイズの車いすを得ることが

とても重要である。自分にうまく合っていない

車いすだと、肩や首や腕の痛みを引き起こすこ

とがある。考慮すべき要素は数多くある。自分

に一番合った車いすを選定するには、セラピス

トに協力してもらうことがとても大事である。

できる限り、選定しようとする車いすを試用す

ることである。自分が試用している車いすは、

試乗が正確に行えるよう、注文する車いすと必

ず同じような作りであることが必要である。試

乗もせずに新車を買うなどということはない

であろう。

　車いすはあなたの機動力である。車いすの手

入れをよくしておかないと、故障した時にどこ

かで立ち往生してしまうであろう。次のことは

忘れてはならない。

　・車いすをいつも清潔にしておくこと

　・ベアリングをきれいにしておくこと

　・必ずホイールロックを正しく調節してお

　　くこと

　・必ずタイヤが推奨された空気圧を有する

　　こと

　・すべてのナットとボルトをしっかり締め

　　ておくこと

　・電動車いすを使用する時は、必ずバッテ

　　リーは勧奨どおりに保守しておくこと

◆ クッションと姿勢保持装置

　脊髄損傷者は、その背筋と腹筋が正しい姿勢

を維持するのに役立つよう機能しないことが

多い。姿勢保持装置はその維持に役立つ。この

装置は身体をある一定の位置に維持するのに

役立つよう使用されるものである。ベッドや車

いすで使用することができる。また身体の一部

または全体を正しい位置に置くためにのみ使

うこともできる。車いすのクッションは座った

時に皮膚を保護するパッドとなる姿勢補助具

である。姿勢保持装置はすべて次のようなもの

でなければならない。

　・皮膚を守るもの

　・正しい姿勢を維持するのに役立つもの

　・快適にするもの

姿勢保持装置およびクッションは発泡材を基

材とすることができる。クッションには、空気、

ゲル、成形発泡材またはこれらの組み合わせを

使用したものがある。その他のクッションとし

ては、体にぴったり合うよう注文成形すること

もできる。たいていの人はこれを必要としない。

圧力マッピング装置（クッションのどこに、体

の大部分の圧力がかかるかを測定する）を使う

だけで、どのクッションを使用すべきかが分か

ると思っている人が多いが、これは間違ってい

る。あなたに最もいいものは、次のような多く

の要素により決まる。

　・圧力マッピング作成の結果

　・姿勢のサポートが必要な程度

　・あなたの技術の水準

　・皮膚の保護のニーズ

　・クッションを手入れする能力（複雑なもの

　　もある）

◆ 病院用ベッドとマットレス

　病院用ベッドは自立度を高めるために使用

することができる。また介助者に介護をしやす

くし安全にすることができる。病院用ベッドに

は完全にまたは部分的に電動としたものもある。

車輪は家で取り外して、ベッドを車いすと同じ

高さにすることができる。いろいろな種類のマ

ットレスも利用できる。マットレスは皮膚の保

護、快適さ、移動しやすさについて、あなたのニ

ーズに合ったものとすることがとても大切で

ある。マットレスを取り換える場合には、使い

始めの２、３週間に皮膚にこれまれでより圧力

がかかる所がないかどうか念入りにチェック

することが大切である。あなたのニーズを満た

す最良のベッドとマットレスの選定には医療

専門家に相談すること。ベッドの手すりと起き

あがるためのループひも（trapezes）も利用で
きる。ループひもは間違った使い方をすると、

けがをすることがある。

◆ バスルームの安全装置

　いろいろな種類のバスルームの安全装置が

販売されている。この装置は、あなたの能力、皮

膚保護の必要度および体格に基づいて決めな

ければならない。バスルームの大きさとレイア

ウトも推奨装置を選ぶ際の１つの要素である。

１例としてバスタブへの移動用ベンチがある。

ベンチは浴槽への移動を容易にし安全にする

ためにバスタブの側面上に伸びる。他の例とし

ては、高くした便座､つかまり棒およびハンド

シャワーがある。装置は表面と構造にひび割れ

がないかどうか定期的にチェックすることが

大切である。壊れたまたは安全でない装置を使

うと、転倒したり皮膚を傷めたりする。つかま

り棒は、製造業者の勧めるとおりに、しっかり

取り付けなければならない。

◆ 移乗装置

　起動リフト
　リフトはあなたと介助者の安全を図るために、

介助による移乗に利用することができる。リフ

トはベッド、車いすおよびシャワー用いすとの

間の移乗に有効に機能する。リフトには、床か

ら吊り上げる際にも利用できるものもある。

　リフトは電動式または水圧式である。たいて

いのものは最高270㎏ほどの重さまで吊り上げ
ることができる。使い方は比較的易しいが、間

違った使い方をしたり、不適当なつり革を使っ

たり、壊れていたりしたら、危険である。

　いろいろな種類のつり革を利用できるが、簡

単に取り外しができるものを使うよう強くお

勧めする。皮膚の損傷を引き起こす恐れがある

ので、長い間つり革の上に座ったり横たわった

りしてはならない。必ずつり革の安全な使い方

につき、研修を受けること。

　トランスファー・ボード
　トランスファー・ボードはベッドから車いす

へ移るなどの際に安全に、自分でできるよう使

用するものである。どのようなボードを使うか

は、体格と身体的能力により異なる。多くの形態、

大きさ、長さのものがある。

　トランスファー・ボードは定期的にチェック

すること。ボードにひびが入っていたら、転倒

やけがの恐れを少なくするために取り替えな

ければならない。次のことをお忘れなく！　ボ

ードを使う時は、いつでもお尻を上げること。

滑りこむと皮膚を傷めることがある。

◆ 自助具

　自助具は自立をもたらしその増進のため、ま

た安全に自分でケアできるように使用するも

のである。自助具は、食事、食事作り、服の着脱、

入浴、トイレ、身支度、コミュニケーションのた

めの道具である。例えば、マジックハンドはい

ろいろな種類や長さのものがあり、車いすから

目的とする物にアクセスするために腕を伸ば

すものとして使用する。更衣補助棒は衣服の着

脱を容易にする。

　自助具はリハビリテーションの初期にだけ

必要なこともある。いったん筋力がついたり特

別の技術を習得したりすれば、装置は必要がな

くなるであろう。例えば、自動スプーンは食べ

る時に始めは必要かもしれない。スプーンの柄

を指の間にさし入れることを覚える人もいる。

そうなれば、スプーンの自助具はもう必要ない。

他の場合に、自助具を使うのは、少しあるいは

全く介助なしに物事が出来る場合にのみである。

自助具の使用については、人により意見が異な

る。その使用を好まない人もいるし、構わない

人もいる。これは各自が選択する問題である。

装置が埃まみれになって棚の上に放置されれば、

お金とスペースの無駄使いである。セラピスト

がどのような装置が一番有用か決めるのを助

けてくれるだろう。

◆ 上肢及び下肢の副木と装具

　副木は、体の変形を予防・矯正し、関節の硬直

を予防し痛みを緩和するように処方される。副

木と装具は萎縮や消失した筋力の代わりとな

ることができ、身体機能と安全性を高めてくれ

る。それらは金属か成型したプラスチックで作

られる。それらは簡単なものから可動パーツの

多い複雑なものまである。副木と装具が有用で

あるためには、体にぴったりと合ったものでな

ければならない。自分の副木と装具が正しく機

能し皮膚を保護するよう、ぴったり合ったもの

にする方法を習得しなければならない。

　セラピストがあなたの皮膚と関節を保護す

るための正しい装着の手順と注意事項を教え

てくれる。どこに圧力がかかっているかを調べ

るために、少なくとも１日に２回はあなたの皮

膚を見なければならない。赤い斑点があって20
分以内に消えないことに気づいたら、副木や装

具の装着を中止してセラピストに知らせなけ

ればならない。またセラピストには腫れや痛み

があるかどうかも知らせなければならない。

◆ 歩行具

　歩行を補助する装置には、杖や松葉杖、歩行

器など数多くの用具がある。特製の靴や靴べら

も使用できる。特製の靴や杖を使えば歩行パタ

ーンを矯正することができる。歩行パターンを

矯正すれば、次のことが可能となる。

　・安全度を高める。

　・歩行距離を増やす。

　・歩行速度が速くなる。

　・痛みが減る。

　・将来の筋と関節の障害を予防する。

　歩行のぶれは極めて微妙なものであるので、

何が一番自分に役立つか専門家の援助が大切

である。新たな脚力がついて松葉杖を使わなく

ても｢安全に｣歩けるようになっても、その使用

をやめる前に医療介護機関に相談した方がよい。

松葉杖を使うべき他の理由があるかも知れな

いからだ。歩行具は将来起こりうる障害から背

中と腰を守るのに役立つことだろう。

　歩行具と特製の靴は、不均等にすり減ったり

ひびがないかどうかチェックすることを忘れ

ないこと。これを放置すると転倒することにな

る。歩行具は、転倒を避け関節を保護するため

に指示どおりに使用しなければならない。

◆ 運動器具

　脊髄損傷者には、運動を必要とする特別のニ

ーズがある。ニーズを満たす在宅運動プログラ

ムの作成にはセラピストが助けてくれる。脊髄

損傷に伴う制限事項に注意すること。運動器具

は在宅運動プログラムの補助具として身体機

能を高め残存機能を維持することができる。

　自宅をトレーニングジムに改造する必要は

ない。たくさんの高価な運動器具があれこれ訓

練するつもりで購入されるが、結局なにも使わ

れないで終わってしまう。セラピストは、スペ

ースをあまりとらず、お金もあまり使わずに在

宅運動プログラムをうまく実施できるような

少数の小型の運動機具を勧めることができる。

自助具は上肢や下肢に重大な機能不全がある

人でも使用することができる。

◆ 運転訓練と適応器具

　技術の進歩により、ほとんど筋力のない人で

も自動車を自分で安全に運転できるようにな

った。車いいすイスは、この分野の専門家の協

力を得て、あなたの自立と安全に必要な改造が

できるものとするようお勧めする。詳しいこと

は、｢運転訓練｣の章を参照のこと。

◆ コンピュータ・アクセス

　過去数年間に、コンピュータの使用とコンピ

ュータの補助アクセスの利用が急速に進展した。

　汎用コンピュータには、通例アクセスの変更

を容易にするソフトウェアが付いている。コン

ピュータはそのユーザーの生活を変えること

ができる。コンピュータとソフトウェアを買う

前に、ユーザーの能力と目標を完全に理解する

ことが大切である。次のような要素をアセスメ

ントして決めることが必要である。

　・どれくらいのメモリーが必要か。

　・コンピュータをどれくらい持ち歩かなけ

　　ればならないか。

　・どのような入力装置が必要か。

　・どのように出力装置が必要か。

◆ 環境制御装置

　環境制御装置とは、人が冷暖房システム、照

明器具その他の電子機器のような環境の機能

を操作することを補助する装置を言う。ガレー

ジのドア開閉器のように簡単なものもあれば、

音声作動の多機能式環境制御装置のように複

雑なものもある。

　脊髄損傷者、特に高レベルの四肢マヒ者は、

仕事、家庭および学校の環境における環境制御

機能を普通の方法で作動させることができない。

ドアの開閉、照明の点滅、サーモスタットの操作、

電話応答などができないであろう。

　時には、少数の活動を除いてなんでもできる

人もいる。このような場合には、その少数の器

具のみを改造すれば足りるであろう。例えば、

動くことはできるが上肢に力がなくて電話機

を取り上げることができない人は、スピーカー

ホンを使用することができる。X－10モジュー
ルのような単機能制御装置は容易に入手でき

値段もそう高くない。これを使えば、テレビの

リモコン操作のようにリモコンスイッチで装

置を操作することができる。

　環境制御装置（ECU）は、バッテリーまたは
ＡＣ電源を使用する装置であって、この装置に

よりいろいろな障害を持った人々が本来なら

ばできないような機能を自力で行なうことを

可能とするものである。これによって、使用者

は単一の装置を使って複数の電子機能を使う

ことができる。ＥＣＵは更に自分で助けを求め

ることができる能力を得ることで安心感を与

えることができることである。

　ＥＣＵはベッドや車いすで、また双方で使用

するよう設置することができる。一室用の装置

もあれば多室用の装置もある。その作動は、ど

のような種類のスイッチでも、呼気・吸気スイ

ッチや音声制御でも行なうことができる。

　どの選択肢にも長所と短所がある。ニーズを

満たす装置を選定するには、ＥＣＵを使用する

能力と目標設定を十分に評価することが必須

である。十分な訓練と技術支援も装置をうまく

使用できるために必要である。

　環境制御機器の費用調達も問題になること

が多い。すべての保険会社や医療介護機関がＥ

ＣＵの費用を支払ってくれるわけではない。リ

ハビリ・チームがどのような資金源があるか、

その検討を助けてくれる。

◆ 呼吸装置

　脊髄損傷者の中には、人工呼吸器や持続陽圧

呼吸（CPAP：シーパップ）を必要とする人がい
るであろう。分泌物の除去と呼吸管理を助ける

には、吸引機器または吸入・強制呼吸装置（カフ）

を使用するよう勧めることができる。あなたの

呼吸セラピストや訪問看護婦や医療機器業者

がこの装置に関する質問に答えてくれる。人工

呼吸器の使用者にとっては、バックアップ電源

は必需品である。これはたいていの金物店で入

手できる。

　結　び
　おびただしい数量の医療機器が宣伝されて

おり手に入れることができる。あなたの加入す

る保険や医療介護機関から、資金援助を受ける

ことができるだろう。あなたの医療チームに相

談して、あなた固有のニーズに合った機器を評

価し勧奨し購入する手助けをしてもらうこと

が大切である。すべての機器について、定期的

な保守によって安全な操作と機械の状態を確

保することはあなた自身の責任であることを

忘れてはならない
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